
流
通
総
額

・
６
兆
円
を
記
録訪

日
中
国
人
旅
行
客
が
回
復
中

世
界
１
７
０
万
軒
の
宿
に
送
客

Ｔｒｉｐ．ｃｏｍ
Ｇｒｏｕｐ　ＣＥＯ

　ジェーン・スン氏



吉
田
　
博
詞

花火大会の特徴と伝承

実
態
調
査
を
実
施
へ
　

検
討
継
続

需要安定、就労環境な
ど課題

観光庁　有識者会議が中間報告 地
方
部
の
ガ
イ
ド
確
保
・
育
成

　
―
―
ト
リ
ッ
プ
ド
ッ
ト
コ
ム

グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍

前
、コ
ロ
ナ
禍
中
、コ
ロ
ナ
禍
後

の
訪
日
中
国
人
旅
行
客（
日
本

へ
の
送
客
）の
動
向
は
。

　「
２
０
１
９
年
と
比
較
し
て
、


年
は

％
減
、
年
は

％

減
と
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

年
は
同

％
減
、
年
は
同
２

％
減
と
少
し
ず
つ
回
復
。
年

は
大
幅
に
増
加
し
、
年
実
績

を
上
回
る
見
通
し
だ（
注
＝


年
８
月
９
日
ま
で
日
本
行
き
団

体
旅
行
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

商
品
の
販
売
禁
止
措
置
が
継
続

さ
れ
て
い
た
）」

　
―
―
日
本
の
温
泉
旅
館
の
販

売
状
況
は
ど
う
か
。

　「
中
国
人
市
場
に
つ
い
て
は
、


年
と
比
較
し
て
ま
だ
完
全
に

は
回
復
し
て
い
な
い
。グ
ロ
ー

バ
ル
市
場（
中
国
人
以
外
の
世

界
の
国
々
か
ら
）の
予
約
に
つ

い
て
は
、急
増
中
だ
。
年
実
績

は

年
比
で

％
増
と
な
っ

た
」

　
―
―
日
本
で
は
６
月
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
数
が
３
１
４
万
人

と
単
月
で
過
去
最
高
を
記
録
し

た
。円
安
要
因
も
あ
り
、特
に
都

市
部
の
ホ
テ
ル
で
は
宿
泊
単
価

が
高
騰
し
て
い
る
。ト
リ
ッ
プ

ド
ッ
ト
コ
ム
に
お
け
る
日
本
の

宿
泊
施
設（
旅
館
・
ホ
テ
ル
）の

平
均
単
価
は
い
く
ら
く
ら
い
な

の
か
。

　「
具
体
的
な
数
字
は
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
が
、
年
６
月
時

点
で
の
平
均
単
価
は
、昨
年
に

比
べ
て
９
・
７
％
増
加
し
て
い

る
」

　
―
―

年
の
業
績
は
ど
う
だ

っ
た
か
。

　「
ト
リ
ッ
プ
ド
ッ
ト
コ
ム
グ

ル
ー
プ
は
昨
年
、世
界
的
に
大

躍
進
し
た
。グ
ロ
ー
バ
ル
で
前

年
比
１
０
０
％
増
の
成
長
を
記

録
し
た
。Ｇ
Ｍ
Ｖ（
流
通
取
引
総

額
）は
１
６
０
０
億
米
㌦（
日
本

円
で
約

・
６
兆
円
）を
記
録
。

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド（
海
外
旅
行
）

で
の
ホ
テ
ル
と
航
空
の
予
約
・

収
益
も
前
年
比
３
０
０
％
増
と

な
っ
た
。
年
第
１
四
半
期（
１

～
３
月
）も
好
調
な
ス
タ
ー
ト

と
な
り
、収
益
は
前
年
同
期
比

で

％
以
上
拡
大
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
成
長

は
前
年
同
期
比

％
増
で
、欧

州
で
は
９
０
０
％
増
だ
っ
た
」

　
―
―
契
約
宿
泊
施
設
数
は
世

界
に
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　「
世
界
１
７
０
万
軒
以
上
の

宿
泊
施
設
と
契
約
が
あ
る
。ま

た
２
２
０
以
上
の
国
と
地
域
を

３
４
０
０
空
港
で
結
ぶ
６
０
０

社
以
上
の
航
空
会
社
の
航
空
便

も
予
約
で
き
る
。現
在
の
ユ
ー

ザ
ー
数
は
４
億
人
以
上
で
、

言
語
、
通
貨
に
対
応
し
て
い

る
」

　
―
―
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス

（
Ｃ
Ｓ
）は
追
い
つ
い
て
い
る
の

か
。

　「
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
質
問
に

は
基
本
的
に
Ａ
Ｉ
が
対
応
。直

接
対
話
が
必
要
な
場
合
は

秒

以
内
に
Ｃ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
が
電
話

応
対
す
る
。旅
行
中
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
し
て
は
Ｃ

Ｓ
ス
タ
ッ
フ
が
電
話
で
即
時
対

応
し
て
い
る
」

　
―
―
５
月
末
に
上
海
で
開
い

た
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、ア
ジ
ア

人
だ
け
で
な
く
欧
米
人
の
参
加

者
も
目
立
っ
た
。

　「
日
本
を
は
じ
め
、
を
超
え

る
国
と
地
域
か
ら
１
６
０
０
人

以
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー（
取
引
先
）

に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
。日
本

か
ら
も
約
１
０
０
人
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
。英
国
、イ
タ
リ
ア

な
ど
欧
州
の
鉄
道
の
予
約
が
伸

び
て
お
り
、そ
の
関
係
者
に
も

ご
登
壇
い
た
だ
い
た
。列
車
予

約
は
、今
年
２
月
の
春
節
で
は

前
年
同
期
比
１
４
０
％
増
を
記

録
。ま
た
今
年
の
第
１
四
半
期

の
欧
州
に
お
け
る
１
日
あ
た
り

列
車
チ
ケ
ッ
ト
販
売
額
は
前
年

同
期
比
５
０
０
％
増
を
記
録
し

た
。特
に
英
国
で
は
６
０
０
％

増
と
な
っ
た
。列
車
旅
行
を
さ

ら
に
推
奨
、推
進
す
る
こ
と
で
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
」

　
―
―
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会

・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
事
業
目
標
に
盛

り
込
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

　「
エ
コ
な
旅
の
促
進
、家
族
に

や
さ
し
い
政
策
の
支
援
、地
域

の
活
性
化
な
ど
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
活
動

を
行
っ
て
い
る
。い
ず
れ
に
お

い
て
も
顧
客
や
パ
ー
ト
ナ
ー

（
取
引
先
各
社
）、そ
し
て
地
域

社
会
が
相
互
に
メ
リ
ッ
ト
を
享

受
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

る
」

　
「
エ
コ
な
旅
の
促
進
で
は
、

『
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
』
と
称
し
て
、
ロ
ー
カ
ー
ボ

ン
ホ
テ
ル
、
ロ
ー
カ
ー
ボ
ン
フ

ラ
イ
ト
、
ロ
ー
カ
ー
ボ
ン
レ
ン

タ
カ
ー
、
ロ
ー
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
を
推
奨
し
て
い

る
。
ロ
ー
カ
ー
ボ
ン
の
基
準
を

満
た
し
た
ホ
テ
ル
の
予
約
は
昨

年
１
６
６
％
増
と
な
っ
た
。
ト

リ
ッ
プ
ド
ッ
ト
コ
ム
グ
ル
ー
プ

と
し
て
は
、
カ
ー
ボ
ン
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン（
二
酸
化
炭
素
排
出
量
）

の
削
減
目
標
と
し
て
２
０
３
０

年
ま
で
に

％
減
を
掲
げ
て
い

る
」

　
―
―
家
族
に
や
さ
し
い
政
策

の
支
援
と
は
。

　
「
ト
リ
ッ
プ
ド
ッ
ト
コ
ム
グ

ル
ー
プ
で
は
、
昨
年
７
月
に
グ

ロ
ー
バ
ル
な
従
業
員
に
向
け
た

育
児
補
助
金
制
度
を
導
入
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
従
業
員
の

家
族
を
支
援
し
、
働
く
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
３
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
全
従
業
員

に
対
し
、
子
供
が
生
ま
れ
た
家

族
、
新
生
児
１
人
ご
と
に
年
額


万
円
の
現
金
ボ
ー
ナ
ス
を
提

供
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
子
供

の
１
歳
の
誕
生
日
か
ら
５
歳
ま

で
の
期
間
に
適
用
さ
れ
る
。
現

時
点
で
、
ト
リ
ッ
プ
ド
ッ
ト
コ

ム
グ
ル
ー
プ
の
世
界
中
の
オ
フ

ィ
ス
で
５
４
１
人
の
従
業
員
が

こ
れ
か
ら
支
援
を
受
け
る
予
定

だ
。
育
児
補
助
金
は
現
金
ボ
ー

ナ
ス
と
し
て
支
給
し
、
自
由
に

使
え
る
よ
う
に
使
途
に
制
限
は

か
け
て
い
な
い
」

　
　
【
聞
き
手
・
江
口
英
一
】

　
夏
に
な
り
花
火
シ
ー
ズ
ン
が

到
来
し
た
。
東
京
の
「
足
立
の

花
火
」
が
急
き
ょ
荒
天
に
よ
り

中
止
に
な
っ
た
こ
と
で
話
題
に

な
っ
た
中
で
、
翌
週
の
「
隅
田

川
花
火
大
会
」
の
開
催
に
気
を

も
ん
だ
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
日

本
の
花
火
大
会
は
夏
が
多
い
の

だ
ろ
う
か
？
　
歴
史
や
特
徴
に

関
し
て
ひ
も
解
い
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
日
本
へ
の
花
火
の
伝

来
は
文
永

（
１
２
７
４
）
年

の
蒙
古
軍
の
襲
来
で
武
器
と
し

て
の
火
薬
が
伝
わ
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
い
う
。
家
康
が
中
国
人

に
よ
っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花

火
を
み
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時

代
に
な
る
と
花
火
鑑
賞
が
始
ま

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
花
火
大

会
の
歴
史
を
み
る
と
、
享
保


（
１
７
３
２
）
年
に
発
生
し
た

享
保
の
大
飢
饉

き
き
ん

で
多
く
の
餓
死

者
が
出
て
、
疫
病
ま
で
流
行
し

た
。
こ
の
こ
と
に
対
す
る
犠
牲

者
へ
の
慰
霊
と
疫
病
退
散
を
願

っ
て
、
翌
年
に
８
代
将
軍
吉
宗

が
開
催
し
た
水
神
祭
が
由
来
と

さ
れ
、
そ
の
後
、
両
国
橋
周
辺

の
料
理
屋
が
許
可
に
よ
り
花
火

を
上
げ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
歴
史
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
日
本
の
花
火
に
は
慰
霊
や

疫
病
退
散
の
意
味
が
あ
る
と
さ

れ
、死
者
の
魂
を
招
く
お
盆
の

「
迎
え
火
」や「
送
り
火
」の
一
種

と
し
て
捉
え
て
い
る
地
域
も
多

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。夏
や
お

盆
に
花
火
大
会
が
多
い
の
も
こ

れ
ら
が
背
景
に
な
る
と
み
て
よ

い
だ
ろ
う
。毎
年
８
月
２
、３
日

に
行
わ
れ
る
新
潟
県
の「
長
岡

ま
つ
り
」は
、１
９
４
５
年
の
８

月
１
日
の
長
岡
空
襲
か
ら
の
復

興
を
願
っ
て
翌
年
か
ら
行
わ
れ

た
も
の
が
始
ま
り
で
あ
り
、毎

年
８
月
の
お
盆
に
行
わ
れ
る
和

歌
山
県
の「
熊
野
大
花
火
大
会
」

は
、先
祖
の
霊
を
導
く
迎
え
火
・

送
り
火
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

る
。海
外
で
は
お
祭
り
や
お
祝

い
事
の
際
に
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、日
本

の
花
火
大
会
は
こ
れ
ら
の
歴
史

的
背
景
や
意
味
合
い
を
持
つ
こ

と
が
一
つ
の
特
徴
と
し
て
捉
え

て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
実
際
の
花
火
自
体
の

違
い
も
み
て
み
た
い
。
日
本
の

花
火
は
球
形
に
広
が
り
、
一
つ

の
円
で
は
な
く
、
花
の
芯
の
よ

う
に
二
重
三
重
と
同
心
球
を
描

く
こ
と
や
、
星
と
い
わ
れ
る
空

中
で
光
る
火
薬
の
色
が
途
中
で

変
わ
る
か
わ
り
玉
等
が
特
徴
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
。ま
さ
し
く
、

日
本
の
職
人
技
と
い
え
る
も
の

で
あ
る
。
も
と
も
と
和
火
と
い

う
も
の
は
単
色
で
あ
っ
た
が
、

明
治
以
降
海
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
発
色
技
術
が
導
入
さ
れ
、
現

在
の
構
成
に
な
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
て
海
外
で
は
円
筒
状
の
一

つ
の
方
向
に
飛
び
出
る
ス
タ
イ

ル
が
多
く
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
の

よ
う
な
連
続
発
射
と
な
り
、
色

は
火
薬
を
１
種
類
し
か
使
わ
な

い
た
め
単
色
の
も
の
が
多
い

が
、
明
る
さ
は
あ
る
の
が
特
徴

と
い
え
る
。

　
近
年
は
猛
暑
で
の
豪
雨
等
の

影
響
も
あ
り
、
開
催
時
期
の
変

更
を
す
る
地
域
も
あ
る
が
、
歴

史
的
な
背
景
や
意
味
合
い
を
正

し
く
理
解
し
た
上
で
文
化
の
伝

承
が
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

る
。
花
火
の
製
造
会
社
は
全
国

で
１
０
０
社
強
と
さ
れ
、
年
間

１
２
０
億
円
程
度
で
あ
っ
た
業

界
の
売
り
上
げ
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
半
分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
も

の
の
、
現
在
は
回
復
基
調
と
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
、
広
島
県
の

「
宮
島
水
中
花
火
大
会
」
の
よ

う
に
警
備
の
問
題
等
か
ら
打
ち

切
り
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
も
多
い
。
日
本
の
一
つ
の
文

化
的
な
背
景
が
あ
る
特
徴
的
な

産
業
と
し
て
位
置
づ
け
、
時
代

の
流
れ
に
即
し
た
形
で
の
進
化

を
し
て
残
っ
て
い
く
こ
と
を
願

い
た
い
。

　
（
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
研

究
所
代
表
取
締
役
）

（２）第３２３２号 第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）８月５日（月曜日）

　
地
方
部
に
お
け
る
ガ
イ
ド
人
材
の
不
足
に
つ
い
て
、
観
光
庁
の
有
識
者
会
議
が
現

状
や
課
題
を
検
討
し
、
取
り
組
み
の
方
向
性
を
中
間
報
告
に
ま
と
め
た
。
ガ
イ
ド
の

不
足
に
は
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
が
、
地
方
部
で
の
人
材
の
確
保
・

育
成
に
向
け
て
、
安
定
的
な
需
要
の
創
出
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
他
部
門
で
の

活
用
を
含
め
た
就
労
環
境
の
改
善
、
担
い
手
の
多
様
化
な
ど
に
地
域
一
体
で
取
り
組

む
必
要
性
を
提
言
し
た
。
観
光
庁
は
、
ガ
イ
ド
の
需
要
・
供
給
の
状
況
や
就
労
実
態

な
ど
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
を
実
施
し
、
２
０
２
４
年
度
末
に
向
け
て
有
識
者
会
議

で
の
検
討
を
継
続
す
る
考
え
だ
。

５
月
に
開
催
さ
れ
た
観
光
庁
の
有

識
者
会
議
の
初
会
合

　「
地
方
部
に
お
け
る
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
の
た
め

の
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
人
材
の

持
続
的
な
確
保
・
育
成
に
向

け
た
有
識
者
会
議
」（
座
長
・

矢
ケ
崎
紀
子
東
京
女
子
大
学

教
授
）が
５
月
か
ら
議
論
。全

国
通
訳
案
内
士
、地
域
通
訳

案
内
士
な
ど
の
資
格
の
有
無

を
問
わ
ず
、特
定
の
地
域
に

精
通
し
た
ガ
イ
ド
に
つ
い
て

幅
広
く
議
論
し
た
が
、訪
日

外
国
人
旅
行
者
を
対

象
に
有
償
で
ガ
イ
ド

を
行
う
人
材
を
中
心

に
検
討
し
た
。

　
中
間
報
告
で
は
、

ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
の

持
続
的
な
確
保
・
育

成
の
た
め
に
は
、「
ロ

ー
カ
ル
ガ
イ
ド
の
担

い
手
の
裾
野
を
広

げ
、安
定
的
な
需
要

を
つ
く
る
好
循
環
を

地
域
で
創
出
す
る
こ

と
が
重
要
」と
指
摘
。

地
域
に
お
け
る
ガ
イ

ド
の
実
態
や
地
域
の

目
指
す
べ
き
姿
に
応
じ
、必

要
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド

の
質
と
量
に
つ
い
て
整
理
し

た
上
で
、地
域
の
関
係
者
が

一
体
で
戦
略
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
有
効
と
報
告
し
た
。

　
中
間
報
告
に
盛
り
込
ま
れ

た
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
主

な
取
り
組
み
は
次
の
通
り
。

　
①
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
の
担

い
手
の
裾
野
の
拡
大

　
移
住
者
が
ガ
イ
ド
と
し
て

活
躍
す
る
ケ
ー
ス
、
農
林
水

産
業
、
飲
食
業
の
従
事
者
な

ど
が
副
業
的
に
ガ
イ
ド
を
行

う
ケ
ー
ス
、
海
外
駐
在
経
験

者
が
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と

し
て
ガ
イ
ド
を
行
う
ケ
ー
ス

な
ど
、
他
業
種
か
ら
の
人
材

の
活
用
が
鍵
と
な
る
。

　
初
心
者
で
も
ロ
ー
カ
ル
ガ

イ
ド
と
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
の
整
備

　
実
践
的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
を
行
う
。
初
心
者
で
も

実
践
経
験
を
積
め
る
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
の
エ
ン
ト
リ
ー
モ
デ

ル
を
創
出
す
る
。

　
・
職
業
と
し
て
の
ガ
イ
ド

へ
の
理
解
を
増
進
す
る
。

　
・
来
訪
者
と
ガ
イ
ド
双
方

の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
た

め
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
安

全
対
策
を
行
い
、
安
全
管
理

を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
。

　
②
ガ
イ
ド
の
育
成
・
質
の

向
上

　
地
域
へ
の
深
い
理
解
と
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
イ
ン
タ

ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね

備
え
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
ガ
イ
ド
人
材
の
確
保
、

育
成
に
向
け
て
、
地
域
側
、

事
業
者
側
が
人
的
資
本
に
投

資
す
る
必
要
が
あ
る
。
事
業

者
は
、
ガ
イ
ド
育
成
に
要
す

る
コ
ス
ト
を
商
品
価
格
に
転

嫁
し
て
い
く
。

　
訪
問
者
の
満
足
度
の
向
上

や
地
域
消
費
の
拡
大
を
促
す

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ガ

イ
ド
の
育
成

　
・
報
酬
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
も
含
め
て
、
ロ
ー
カ
ル
ガ

イ
ド
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
地

域
に
お
い
て
検
討
す
る
。

　
・
専
業
・
副
業
を
問
わ
ず

プ
ロ
意
識
を
持
っ
た
ガ
イ
ド

を
育
成
す
る
。
ロ
ー
カ
ル
ガ

イ
ド
が
活
用
さ
れ
る
商
品
を

念
頭
に
置
い
た
実
践
的
な
研

修
を
行
い
、
地
域
に
特
化
し

た
内
容
で
あ
り
な
が
ら
国
際

水
準
に
準
拠
し
た
内
容
と
す

る
。

　
・
均
一
の
料
金
体
系
で
は

な
く
、
ガ
イ
ド
の
質
に
応
じ

た
報
酬
制
度
を
導
入
す
る
。

そ
の
た
め
に
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ

ド
の
ス
キ
ル
や
実
績
の
品
質

を
評
価
す
る
た
め
の
仕
組
み

を
構
築
す
る
。

　
③
安
定
的
な
需
要
づ
く
り

　
観
光
客
が
集
中
し
て
い
る

一
部
の
観
光
地
を
除
き
、
地

方
部
な
ど
で
は
ガ
イ
ド
ビ
ジ

ネ
ス
を
事
業
と
し
て
成
り
立

た
せ
る
難
易
度
が
高
い
。
繁

閑
の
差
が
激
し
く
、
通
年
で

の
就
労
が
難
し
い
場
合
が
あ

る
。
需
要
に
対
応
し
た
供
給

態
勢
、
安
定
的
な
需
要
づ
く

り
が
必
要
と
な
る
。

　
変
動
す
る
需
要
に
応
じ
て

地
域
側
が
柔
軟
に
対
応
で
き

る
流
動
性
を
持
っ
た
供
給
の

創
出

　
・
ガ
イ
ド
人
材
の
供
給
可

能
量
を
可
視
化
す
る
シ
ス
テ

ム
を
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
っ
て
構
築

す
る
な
ど
、
機
会
損
失
の
低

減
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
す
る
。

　
・
規
格
化
さ
れ
た
商
品
を

造
成
す
る
こ
と
で
供
給
力
の

向
上
を
図
る
。
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
、
他
の
地
域
と

差
別
化
さ
れ
た
商
品
で
あ

り
、
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
の
レ

ベ
ル
に
応
じ
た
商
品
を
階
層

別
に
造
成
す
る
。

　
・
繁
忙
期
に
お
い
て
学
生

ガ
イ
ド
や
副
業
ガ
イ
ド
を
活

用
す
る
な
ど
、
繁
閑
差
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
流
動
性
を

持
っ
た
供
給
態
勢
を
創
出
す

る
。

　
④
就
労
環
境
の
改
善

　
地
方
部
な
ど
で
は
、
専
業

と
し
て
ガ
イ
ド
業
に
従
事
す

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ

る
。
繁
閑
差
の
大
き
さ
、
報

酬
の
低
さ
、
拘
束
時
間
の
長

さ
な
ど
の
ほ
か
、
個
人
事
業

主
の
ガ
イ
ド
で
は
、
出
産
、

病
気
な
ど
へ
の
保
障
が
な
い

こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド

が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
環

境
の
整
備

　
・
専
業
、
副
業
な
ど
多
様

な
就
労
形
態
に
応
じ
た
柔
軟

な
就
労
環
境
の
整
備
を
地
域

一
体
と
な
っ
て
進
め
る
。

　
・
地
域
一
体
と
な
っ
て
就

労
先
を
確
保
す
る
。
具
体
的

に
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
も

ガ
イ
ド
が
活
動
で
き
る
新
た

な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
や
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
、
ガ
イ
デ
ィ
ン

グ
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
地
域

の
他
部
門
へ
の
活
用
、
閑
散

期
に
他
地
域
で
活
動
で
き
る

広
域
ガ
イ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
な
ど
。

　
・
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
こ

と
が
困
難
な
副
業
ガ
イ
ド
に

も
、
実
践
の
場
が
与
え
ら
れ

る
機
会
創
出
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
。

　
・
ガ
イ
ド
報
酬
の
安
定
的

な
確
保
や
ガ
イ
ド
人
材
の
育

成
コ
ス
ト
を
念
頭
に
置
き
、

地
域
全
体
で
価
格
設
定
を
見

直
し
、
価
格
に
見
合
っ
た
付

加
価
値
の
向
上
を
図
る
。

　
　
　
□
　
　
　
□

　
観
光
庁
は
近
く
、ロ
ー
カ

ル
ガ
イ
ド
の
実
態
を
詳
し
く

把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
行

う
。ガ
イ
ド
、コ
ン
テ
ン
ツ
事

業
者
、Ｄ
Ｍ
Ｃ
な
ど
を
対
象

に
需
要
・
供
給
の
状
況
、就
労

環
境
な
ど
を
調
査
す
る
。そ

の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、有

識
者
会
議
で
さ
ら
に
議
論
。


年
度
末
に
向
け
て
、ロ
ー

カ
ル
ガ
イ
ド
や
ガ
イ
ド
事
業

が
目
指
す
べ
き
全
体
像
を
探

る
。施
策
や
連
携
に
つ
い
て

国
、自
治
体
、観
光
事
業
者
、

ガ
イ
ド
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
な
ど
も
明
示
し
た
い
考
え

だ
。　
　
　
　
　【
向
野
悟
】


